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大
洲
の
伝
統
産
業

⑪
窯
業
(
ょ
う
ぎ
ょ
う
)

陶
磁
器
作
り

大
洲
藩
は
、
陶
磁
器
に
強
い
関
心
を

寄
せ
て
い
ま
し
た
。
一
二
代
藩
主
加
藤
泰

恒
が
一
死
禄
十
-
年
に
お
庭
焼
と
し
て
¥

松
尾
地
区
に

H

梁
瀬
焼
(
ゃ
な
せ
や
き
)

を
開
窯
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
十
代

藩
主
加
藤
泰
済
が
始
め
た
、
五
郎
の
玉

川
で

H

五
郎
焼
ω

、
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

砥
部
は
寛
永
十
二
年
に
松
山
藩
の
替

地
と
し
て
大
洲
藩
領
と
な
り
ま
し
た
。

九
代
藩
、
五
加
藤
泰
候
は
、
砥
一
部
の
地
に

磁
器
業
を
起
し
、
以
来
歴
代
の
藩
主
は

H

砥
部
焼
以
を
保
護
育
成
し
ま
し
た
。

現
在
、
市
内
で
陶
器
を
製
作
し
て
い

る
の
は
、
渡
場
の
矢
野
徹
さ
ん
の
み
で

す
。
昭
和
五
十
二
年
に

H
E
谷
焼

H
と

妻
名
付
け
¥
古
来
の
大
洲
藩
の
焼
物
の
昧

夫
を
再
現
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

む
手
づ
く
り
の
日
常
用
品
を
中
心
に
製
作

野
に
励
ん
で
い
ま
す
。

矢すわ品患を守つ/
¥
 

ろ
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(2) おおす広報

9月定例市議会

総
額

4
億

4
干
万
円
を
補
正

第
一
八

O
固
定
例
市
議
会
は
、
九
月
十
九
日
か
ら
三
+
日

ま
で
の
十
二
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
補
正
予
算
案
二
件
、

条
例
関
係
一
件
、
人
事
案
件
二
件
、
そ
の
他
三
件
の
計
十
八

議
案
、
陳
情
二
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
最
終
日
の
三
+
日
に
は
、
正
・
副
議
長
の
選
挙
が

行
わ
れ
、
議
長
に
往
田
千
鶴
亀
氏
、
副
議
長
に
尾
崎
寿
喜
男

氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
近
川
市
長
は
、
提
案

理
由
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

す
。
市
内
の
景
気
は
依
然
と
し
て
消
費

の
低
迷
、
設
備
投
資
の
不
振
な
ど
内
需

の
拡
大
に
は
至
っ
て
お
ら
な
い
の
が
実

態
で
す
。

こ
の
よ
う
な
経
済
状
勢
下
に
あ
っ
て
、

国
・
地
方
を
通
じ
て
財
政
事
情
は
、
今

後
一
層
深
刻
さ
を
増
し
て
く
る
こ
と
は

明
ら
か
で
す
。
こ
の
こ
と
は
地
方
財
政

本
年
度
も
上
半
期
を
終
ろ
う
と
し
て

お
り
ま
す
が
、
景
気
回
復
は
よ
う
や
く

λ

と
ぐ
ち
に
つ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

犬洲市民憲章

提案理由の説明する近田市長

に
も
極
め
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

本
市
の
よ
う
な
自
主
財
源
の
乏
し
い
自

治
体
に
と
っ
て
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越

え
、
市
民
生
活
の
安
定
と
地
域
経
済
に

活
力
を
与
え
る
こ
と
は
、
行
政
の
マ
ン

ネ
リ
化
を
排
し
、
科
学
的
な
分
析
に
基

づ
く
行
政
を
進
め
、
英
知
を
結
集
し
、

活
路
を
見
い
出
す
時
で
あ
る
と
思
い
ま

す。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
六
月
定
例

市
議
会
以
後
、
さ
っ
そ
く
国
・
県
に
対

し
、
昭
和
五
十
九
年
度
を
含
め
た
今
後

の
重
要
事
業
の
実
現
を
め
ざ
し
て
強
力

な
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
度
事
業
は
、
当
初
計
画
に
そ
い

ま
し
て
者
々
実
現
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
補
正
は
、
前
回
ま
で
の
補
正
予

算
に
続
き
、
財
源
の
見
通
し
を
得
ま
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
、
産
業
の
振

興
、
生
活
環
境
の
整
備
を
中
心
に
予
算

を
編
成
し
、
事
業
の
一
層
の
促
進
を
図

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
額
は
|
|

一
般
会
計
一
二
億
九
千
九
百
三
十
八
万

円

特
別
会
計
四
千
七
百
六
十
九
万
円

計
四
億
四
千
七
百
七
万
円
で
す
。

A
7
年
度
の
?
算
累
計
は
百
二
十
八
億

七
千
一
一
百
六
十
万
円
と
な
り
、
昨
年
同

期
に
比
べ
七
千
二
卜
六
万
円

(
0
・
瓦

%
)
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計

人
フ
凶
の
補
正
で
一
般
会
計
の
累
計
は

九
卜
低
千
四
百
-
一
十
7
-
万
円
と
な
り
、

昨
年
同
期
に
比
べ
二
一
千
六
百
六
十
四
万

円

(
0
・
四
%
)
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
補
正
の
お
も
な
内
容
は
|
|

総
務
費
で
は
、
集
会
所
建
一
設
事
業
費
に

一
一
千
百
五
十
五
万
円
。
建
設
地
区
は
、

平
肝
・
冨
元
、
市
久
米
・
長
谷
、
大
川
-

U
の
平
の
ご
一
地
医
で
す
。

上
須
戒
・
四
峰
テ
レ
ビ
放
送
共
同
受

J
包
交
ニ

-
L
fト
ゴ
可
。

イ
U
'
r
n
M

一一一口
2
L
J
ノ
ン
t

!

ノ
仁
l

大
洲
市
駐
車
場
(
旧
公
会
堂
跡
地
)

設
計
委
託
料
に
五
百
十
三
万
円
。

民
生
費
で
は
、
地
域
改
善
対
策
事
業
に

千
五
百
三
十
五
万
円
。
事
業
は
、
道
路

改
良
と
集
会
所
整
備
で
す
。

喜
多
山
に
畜
産

セ
ン
タ
ー
設
置

農
林
水
産
費
で
は
、
農
林
水
産
地
域
改

善
対
策
事
業
に
千
二
百
八
十
万
円
。
養

蚕
総
合
振
興
対
策
事
業
に
千
五
百
二
十

万
円
。農

村
地
域
定
住
促
進
対
策
事
業
に
三

千
一
万
円
。
事
業
内
容
は
春
賀
か
ん
が

い
排
水
事
業
と
多
国
連
絡
道
舗
装
事
業

で
す
。特

定
地
医
農
業
構
造
改
善
事
業
に
五

千
八
十
万
円
。
内
容
は
、
平
野
、
大
川

地
区
に
無
線
放
送
局
を
設
置
す
る
も
の

で
す
。

林
業
振
興
費
と
し
て
、
間
伐
促
進
総

合
対
策
事
業
で
南
久
米
団
地
な
ど
十
団

地
六
十
五
十
回
の
集
団
的
、
計
画
的
間
伐

を
実
施
す
る
た
め
に
つ
一
百
八
十
四
万
円
。

畜
産
総
合
対
策
関
係
事
業
と
し
て
八

千
六
百
八
十
七
万
円
。
十
台
産
の
振
興
を

凶
る
た
め
肉
用
牛
地
域
一
貫
生
産
経
常

育
成
型
事
業
に
八
千
一
-
百
三
十
三
万
円

な
ど
で
す
。
こ
の
事
業
は
、
市
内
喜
多

山
に
畜
岸
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
年
間

五
百
頭
の
子
牛
を
育
成
し
て
飼
育
農
家

に
素
牛
と
し
て
供
給
す
る
も
の
で
す
。

土
木
費
で
は
、
道
路
維
持
費
と
し
て
、

市
道
白
方
線
の
側
溝
整
備
、
内
山
線
、

夜
昼
峠
線
、
長
谷
梅
川
線
の
整
備
に
六

百
八
十
万
円
。

臨
時
地
方
道
整
備
事
業
に
二
千
万
円
。

辺
地
対
策
事
業
と
し
て
柳
沢
・
新
谷
線

の
舗
装
に
五
百
万
円
。
県
単
独
道
路
整

備
事
業
に
よ
る
梁
瀬
線
の
整
備
に
六
百

九
十
万
円
。

都
市
下
ぷ
路
費
と
し
て
、
天
満
地
区

下
排
水
路
整
備
事
業
士
一
か
年
事
業
)
、

市
単
独
下
排
水
路
整
備
事
業
、
大
洲
地

区
排
水
ポ
ン
プ
改
修
事
業
に
四
千
三
十

万
円
。公

園
整
備
費
と
し
て
、
冨
士
山
公
園

の
遊
歩
道
の
側
溝
整
備
、
休
憩
所
(
き

じ
き
席
)
二
か
所
の
整
備
な
ど
に
千
一
-

百
万
円
。

特
別
会
計

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計

住
宅
新
築
資
金
貸
付
希
望
者
の
増
な

ら
び
に
住
宅
改
修
資
金
貸
付
希
望
者
の

減
に
よ
り
四
千
七
百
六
十
九
万
円
を
補

正
し
た
も
の
で
す
。



大
洲
市
議
会
議
長

往

田

千
鶴
亀

おおず広報明るい市づくりにつとめる

九
月
定
例
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
、

は
か
ら
ず
も
議
長
の
要
職
に
つ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま

し
て
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

A
7
更
な
が
ら
責
務
の
重
大
さ
を
自
覚

す
る
と
と
も
に
、
微
力
な
が
ら
最
善
を

尽
し
職
務
の
遂
行
に
遁
進
い
た
す
べ
く

心
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
も
と
よ
り
未
熟
も
の
で
、
は

大
洲
市

尾雲

崎雲
寿
喜
男

郷土を愛し、(3) 

た
し
て
市
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
そ
う

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
懸
念
い
た
し

て
お
り
ま
す
が
、
幸
に
し
て
先
輩
各
位

の
築
か
れ
た
「
円
満
な
議
会
運
営
し
を

基
本
理
念
と
し
、
市
民
本
位
の
市
政
の

推
進
に
あ
た
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

私
は
、
昭
和
四
十
九
年
か
ら
市
議
会

に
送
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
、
区
長
、
民
生
委
員
及
び

農
業
委
員
な
ど
市
民
の
皆
様
に
直
接
ふ

れ
あ
う
機
会
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
「
人
の
幸
せ
L

に
つ
い
て
、
じ
っ

く
り
考
え
る
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
心
を
大

切
に
し
、
市
政
に
反
映
さ
せ
た
い
と
存

じ
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
私
ど
も
地
方
行

財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
非
常
に
厳

し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
国
民
の
大
命
題
の
も
と

に
推
進
さ
れ
る
行
政
改
革
は
、
地
方
へ

の
及
ぼ
す
影
響
は
、
極
め
て
大
き
い
も

就
任
工
あ

~、
主主

こ
の
た
び
、
は
か
ら
ず
も
皆
様
の
ご

推
挙
を
い
た
だ
き
副
議
長
に
就
任
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
こ
の
う

え
も
な
い
光
栄
と
存
ど
で
お
り
ま
す
。

同
時
に
、
そ
の
任
務
の
重
大
さ
を
痛
感

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
。
幸
い
人
格
、

識
見
と
も
に
卓
越
さ
れ
た
往
田
議
長
の

も
と
で
、
議
会
が
公
正
に
、
し
か
も
円

満
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
努
力
い
た
し

た
い
と
存
じ
ま
す
。

更
に
市
民
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃
市

政
進
展
の
た
め
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

の
が
あ
り
重
要
な
時
期
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。
本
市
に
お
き
ま
し
で
も
、
市
制

三
十
周
年
を
目
前
に
、
庁
舎
建
設
も
着

着
と
進
み
、
大
洲
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
、
そ
の
完
成
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
特
に
農
業
基
盤

整
備
、
商
工
観
光
振
興
、
生
活
環
境
の

整
備
等
の
市
民
生
活
関
連
諸
施
策
も
順

調
に
推
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

更
に
、
本
市
の
も
つ
、
地
域
の
持
性
を

生
か
し
た
ま
ち
守
つ
く
り
が
、
最
も
急
務

で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

私
は
、
議
決
機
関
と
し
て
の
責
務
を

自
覚
し
、
「
豊
か
で
活
力
の
あ
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
の
た
め
、
最
善

の
努
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す。
ど
う
か
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

-? 
を
い
た
だ
い
て
お
り
感
謝
申
し
あ
げ
て

お
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
一
要
望
に
お
こ

た
え
す
る
た
め
、
生
活
優
先
へ
の
施
策

と
、
そ
の
対
応
が
、
極
め
て
緊
急
の
課

題
で
あ
り
、
い
っ
そ
う
熱
意
を
も
っ
て

最
善
を
尽
し
た
い
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
卒
背
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援
ご
べ

ん
た
つ
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
し
て
、
副
議
長
就
任
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

住
所
H
H
稲
積
八

O
-
一及川地

尾
崎
寿
喜
男
副
議
長
丘
十
九
歳
、
当

選
三
目
。
ム
ル
小
字
。
二
一
存
村
議
、
二
-
長
日

公
民
館
長
、
総
務
商
工
委

H
長
、
文
教

委
員
長
な
ど
を
恒
任
。
現
花
、
…
不
十
台
商

組
合
喜
多
ぷ
部
長
。
由
民
定

住
所
H
春
釘
(
叩

a

一
一
九
一
系
地

監
査
委
員
の
選
任

尾
崎
寿
喜
男
委
日
の
一
昨
任
に
伴
い
、

後
任
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

市

議

会

正

・

副

議

長

の

選

挙

新

し

い

委

付

は

次

の

人

で

す

。

稲
葉
一
電
議
長
、
往
出
千
鶴
亀
副
議
長
・
谷
岡
重
犬
(
森
山
・
ぃ
八
十
歳
)

の
辞
職
に
と
も
な
い
、
正
・
副
議
長
の
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
往
田
千
鶴
亀
岡
本
正
規
委
員
が
任
期
満
了
と
な
り

氏
、
副
議
長
に
尾
崎
寿
喜
男
氏
が
選
出
ま
す
の
で
後
任
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

さ

れ

ま

し

た

。

議

会

の

同

意

を

求

め

る

も

の

で

す

。

両
氏
の
略
歴
は
次
の
と
む
り
で
す
。
新
し
い
委
員
は
次
の
人
で
す
。

往
田
千
鶴
亀
議
長
六
十
五
歳
、
当
選
・
岡
本
正
規
(
大
洲
・
六
十
一
歳
)

三
凶
、
一
品
小
卒
。
農
業
委
員
、
民
生
委
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

員
、
文
教
委
員
長
、
以
生
委
員
長
な
ど
・
竹
田
豊
記
(
新
谷
・
五
十
九
歳
)

を
歴
任
。
前
自
由
民
主
党
大
洲
支
部
幹
大
洲
・
喜
多
衛
生
事
務
組
合
議
会
議
員

事
長
、
前
副
議
長
。
農
業
。
-
大
森
隆
雄
(
徳
森
・
二
一
十
丘
歳
)

…
税
を
知
る
週
間
活
問
ド
同
日
日
山
内
…

こ
し
た
ち
が
生
活
の
向
L
し

竹
月
刊
日
j
刊
日

i

i

と
安
定
を
願
う
限
り
、
ど
う
し
て
も

…
税
金
は
社
会
共
通
の
負
担

7

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
主
二

通
の
経
費
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
一

刀
経
費
υ

で

す

大

洲

税

務

署

で

も

、

週

間

中

、

税

…

金
の
使
い
み
ち
を
わ
か
り
や
す
く
説
…

「
よ
り
安
定
し
た
豊
か
な
生
活
を
」
明
し
た
パ
ン
フ
レ

y
ト
を
用
志
す
る

一
と
い
う
わ
た
し
た
ち
の
願
い
を
実
現
な
ど
種
々
な
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
一

一
す
る
た
め
、
税
金
は
い
ろ
い
ろ
な
分
す
。
詳
し
く
は
大
洲
税
務
署
へ
。

一

肝

に

使

わ

れ

て

い

ま

す

。

宮

④

3
1
1
5

条
例
関
係

大
洲
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

市
立
大
洲
病
院
の
充
実
(
眼
科
の
設

置
)
に
伴
い
、
市
長
事
務
部
局
の
職
員

を
二
一
月
三
十
八
人
か
ら
三
百

A

-

一
十
五
人

に
改
め
、
病
院
事
業
の
職
員
を
百
一
人

か
ら
百
同
人
に
改
め
る
も
の
で
す
。



(4)一一一昭和58年11月1日

f大湖市職員の給与都公表7
おおず一一一一広報

大洲市職員の給与等を次のとわり公表します。

人件費の状況(普通会計決算)

人件費率芸費
B 

件人額 A出歳人口 (58年3月31日)

21.2% 20億6，451万円97億2，760万円39，540人

(注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

① 

職員給与費の状況(普通会計予算)

区分 職員数
争合 与 費 1人当 B

たりー
A 高合 料 職員手当 期末・勤勉子当 計 B 給与費 A

58年度 411人 9億6，293万円 1億2，289万円 4億1，280万円 14i意、9，862万戸 365万円

② 

(注) 1 職員手当は、退職手当を除きます。
2 .給与費は 9月補正後の予算に計上された額で、す。

一般行政職の経験年数別・学歴別

平均給料月額の状況
(58年4月1日現在)

⑤ 一般行政職の平均給料月額及び

平均年齢の状況例年4月1日現在)

③ 

一一大学卒

一高校卒

(円)
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1
よ

30万

25万

15万

20万
給
料
月
額

平
均
年
齢

大洲市

平
均
給
料
月
額

国
10万

10 14 20 
年年年

心主) 1 経験年数は、卒業後直ちに採用された場合
は採用後の年数です。

2.給料月額は、経験年数の各階層に該当する
職員の平均です。

経験年数
50 
才

的
才

刊

ω
才

加
才

山
万

日
万

加
万

お
万

職員の初任給の状況 (58年4月1日現在)

大 か1'1 市 国
区 分

初任給
採用2年経過日

初任給 採用2年経過日
小Jノ口¥ 料 害貢 給 料 害責

大学卒 101，900円 112，600円 101，900円 112，600円
一般行政職

高校卒 85，900円 91，500円 85，900円 91，500円

④ 

(注)初任給は、試験の結果に基づ、いて採用された場合の額で、す。



昭和58年11月 1日

一般行政職の等級別職員数

の状況 (57年4月1日現在)

⑥ 
区分 ^ 洲 市 国

期末 勤勉 期末 勤勉

6月期 1.4月分 0.5月分 6月期 1.4月分 0.5月分

12月期 1.9月分 0.6月分 12月期 1.9月分 0.6月分

3月期 0.5月分 一月分 3月期 0.5月分 一月分

計 3.8月分 1.1月分 計 3.8月分 1.1月分

最高限度額 自己都合 60.0 月分

勧 奨 65.2575月分 最高限度額 自己都合 60.0 月分

退 幸4 
勤続 20年自己都合 21.0 月分 勧 奨 65.2575月分

勧 奨 29.6625月分 勤続 20年 自 己都合 21.0 月分

職 月 勤続 30年 自己都合 41.25 月分 勧 奨 29.6625月分
1 

手臼 勧 奨 55.935月分 勤 続 30年 自己都合 41目25 月分
現

当!! 勤続 35年 自己都合 48.125月分 勧 奨 55.935月分

勧 奨 65.2575月分 勤 続 35年 自己都合 48目125月分

(支給率) ユ人当たり 自己都合 330千円 勧 奨 65.2575月分

平均支給額勧 奨 18.040千円

ー (5)一一一広報おおず

⑦職員手当の状況

(注)退職手当の 1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給
された平均額です。

(注) 1.市の給与条例に基づく給料の等級区

分による職員数です。

2 職務の名称は、それぞれの等級に該

当する代表的な職名です。

特別職の報酬等の状況 (58年4月1日現在)

区 分 事合 料 月 実質 等

凡ÝJ.~口 市 長 657，000円

助 役 5 1 7， 000円
料 収 入 役 449，000円

幸日 j義 長 288，000円

副 議 長 244，000円
震H 議 員 222， 000円

市 長 (57年度支給割合)

耳目 助 役
6月其耳 1.4月分|計
12月其月 1.9月分 3.8月分

末 収 入 役 3月其月 0.5月分

子 2義 長 (57年度支給割合)

当 副 議 長
6月其月 1.4月分!言十
12月其月 1.9月う子 3.8月分

i義 員 3月其月 0.5月う子

⑧ 

年
金
手
帳
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

年
金
手
帳
を
大
切
に
保
管
し
て
い
ま

す
か
。年

金
手
帳
は
、
国
民
年
金
の
ほ
か
厚

生
年
金
、
船
員
保
険
の
年
金
制
度
に
加

入
し
た
と
き
に
交
付
さ
れ
る
、
三
制
度

共
通
の
加
入
資
格
を
証
明
す
る
手
帳
で

す。
年
金
手
帳
に
は
、
制
度
ご
と
の
記
号

番
号
、
氏
名
、
住
所
、
被
保
険
者
と
し

て
加
入
し
た
期
間
な
ど
が
記
入
さ
れ
て

い
ま
す
。
公
的
年
金
に
加
入
し
て
い
た

こ
と
を
記
録
し
た
大
切
な
も
の
で
す
。

年
金
手
帳
は
、
年
金
を
受
け
る
と
き

ゃ
、
住
宅
融
資
を
受
け
る
と
き
必
ず
提

出
を
求
め
ら
れ
ま
す
か
ら
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
年
金
相
談

や
年
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
な

ど
に
は
、
こ
の
手
帳
の
記
号
番
号
が
必

要
で
す
か
ら
、
お
忘
れ
な
く
。

文
化
財
保
護
強
調
週
間

あ
な
た
の
年
金
手
帳
の
記
号
番
号
は
、

あ
な
た
だ
け
の
番
号
で
生
涯
か
わ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
手
帳
を
紛
失
し
た
り
、
ひ
ど

く
汚
し
た
り
し
た
と
き
に
は
、
す
ぐ
に

市
民
課
国
民
年
金
係
へ
再
交
付
の
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
9
5

国
民
年
金
相
談
所
を
開
設

国
民
年
金
に
関
す
る
相
談
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
相
談
希
望
の

人
は
受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時
日
月
8
日

目

時

1
日
時

場
所
中
央
公
民
館

担
当
松
山
社
会
保
険
事
務
所

内
容
国
民
年
金
全
般
に
つ
い
て
の
相

火
火

什
月
1
日
1
7
E

郷
土
の
文
化
財
を
守
ろ
う

わ
た
し
た
ち
の
周
り
に
は
、
郷
土
の

歴
史
と
風
土
が
生
み
育
て
て
き
た
多
く

の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
文
化
財
を
い

つ
く
し
ん
で
守
り
、
次
の
世
代
に
引
き

渡
し
て
い
く
の
は
、
わ
た
し
た
ち
の
責

任
で
あ
り
、
義
務
で
す
。

こ
の
機
会
に
文
化
財
を
も
う
一
度
、

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。



(6) ずおお広報I号い教養を身につける。

体
や
精
神
の
疲
労
を
取
り
除
く
に
は
、

適
度
な
休
養
が
必
要
で
す
。
休
養
は
、

栄
養
、
運
動
と
並
ん
で
健
康
守
つ
く
り
に

欠
か
せ
な
い
と
二
要
素
山
の
一
つ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

休
養
の
取
り
方
と
し
て
、
た
だ
漫
然

と
体
を
休
め
る
と
い
う
の
は
感
心
で
き

ま
せ
ん
。
睡
眠
、
食
事
、
通
勤
、
仕
事
、

な
ど
の
生
活
の
リ
ズ
ム
の
一
つ
と
し
て

休
養
を
取
り
入
れ
、
規
則
正
し
い
毎
日

を
送
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

休
日
や
余
暇
時
間
に
は
、
趣
味
や
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
む
な
ど
、
心
の
健
康
を
高

め
る
工
夫
も
必
要
で
す
。

運
動
も
し
な
い
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
寝
て
ば

か
り
し
て
い
る
の
は
、
決
し
て
望
ま
し

い
休
養
の
取
り
方
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

現
代
の
よ
う
に
、
ス
ト
レ
ス
の
蓄
積
し

や
す
い
生
活
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
わ

た
し
た
ち
に
と
っ
て
は
、

H

積
極
的
な

休
養
山
を
心
が
け
る
必
要
が
あ
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

健康なからだをっくり、

〈
ス
ト
レ
ス
が
続
く
と

体
に
も
障
害
が
・
・
・
・
・
・
〉

ス
ト
レ
ス
は
、
わ
た
し
た
ち
を
不
安

り続臼ス I ，'_，~，，，，， 、一口、 v 、 げに~，>1 る仁ば こ jレ中とり的精に

手望書tl塵嬢費の適正也と獲襲づく:りi警?三T5fFV手産自主
。障経ス ι 変い張レるな作脳。害なた
害系が 化 つ に ス た ど 用 の こ を 影 り
へや長 でたよがめのし中れも響

毒虫蒔休養……体だけでなく Z J高点字なて品問主主:
展泌閉 ま ぐ 面 的 。 泌 白 に ス 起 り だ
すの続 す元蒼な系作あトこでた
る 変 く 、 。ど (1 も に神るレすなせ
こ調場 1υも休ませる しむやの 変経自スこくる
とも合 かり血で調系律がと、な

しに JEあ をや神聞が身ど
な永は 、 な の れ 起ホ経脳あ体の

〈
心
身
症
予
防
に
は

積
極
的
な
休
養
を
〉

こ
の
よ
う
な
ス
ト
レ
ス
を
は
じ
め
と

す
る
精
神
的
な
影
響
が
深
く
関
係
す
る

体
の
病
気
を
「
心
身
症
し
と
呼
び
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
病
気
が
心

身
症
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

刊
月
3
日
の

か
お
ま
つ
り
村
μ

[大洲秋まつり

を
中
心
に

消
化
器
系
:
:
:
胃
・
十
二
指
腸
か
い
よ

う
、
過
敏
性
大
腸
症
候
群
(
悩
み
や
下

痢
を
伴
う
)
、
便
秘
な
ど

循
環
器
系
:
:
木
能
性
向
血
山
山
(
原

閃
と
な
る
病
気
の
な
い
高
血
圧
一
位
)
、

額
脈
(
ひ
ん
み
や
く
、
脈
拍
数
が
ん
女
静

時
で
も
-
白
以
卜
↑
あ
る
)
な
ど
。

呼
吸
器
系
・
:
:
気
管
主
ぜ
ん
息
、
過
呼

吸
症
候
群
な
ど

泌
尿
器
系
:
:
:
頻
尿
(
排
尿
の
回
数
が

増
え
る
)
夜
尿
、
イ
ン
ポ
テ
ン
ツ
な
ど

ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
、
心
と
体
の
健

康
ョ
つ
く
り
に
有
効
な

H

積
極
的
な
休
養
H

を
取
る
た
め
、
次
の
こ
と
を
心
が
け
ま

し
ょ
ト
フ
。

①
休
日
に
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
サ
イ
ク

ソ
ン
グ
な
ど
適
度
な
運
動
を
楽
し
む

②
園
芸
、
読
書
な
ど
没
頭
で
き
る
趣
味

を
持
つ

③
自
分
な
り
に
、
生
活
を
充
実
さ
せ
る

工
夫
を
す
る

命
心
配
ご
と
は
翌
日
に
持
ち
越
さ
な
い

な
ど
、
合
乞
休
ま
せ
る
よ
う
に
す
る

秋
最
大
の
お
ま
つ
り

H

第
三
十
六
回

大
洲
商
工
ま
つ
り
H

は
、
十
一
月
一
日
か

ら
六
日
ま
で
市
内
各
地
で
に
ぎ
や
か
に

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

今
年
は
、
三
日
を
中
心
の
日
と
し
て

か
ま
つ
り
村
、
ね
り
こ
み
羅
漢
ば
や
し

八
幡
神
社
の
わ
ね
り
な
ど
で
、
お
祭
り

ム
l
ド
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

お
ま
つ
り
村

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
~
お
ま
つ
り
村
H

は
、
今
年
、
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
に

な
り
、
大
洲
秋
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。
場
所
も
肱
川
緑
地

公
園
に
移
し
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企
画

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

昔
な
が
ら
の
什
お
祭
り
ω

を
再
現
し

て
、
チ
ピ
ッ
子
か
ら
お
年
寄
り
に
ま
で

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
市
民
の
広
場
に
な

り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
十
一
月
二
百
日
時
l
m時

場
所
肱
川
緑
地
公
園

行
事
V
催
し
物
コ
ー
ナ
ー
H
子
供
み
こ

し
、
子
供
す
も
う
大
会
、
綱
ひ
き
、
か

る
た
と
り
、
紙
し
ば
い
、
い
も
版
つ
く

り
、
手
作
り
わ
も
ち
ゃ
実
演
、
ラ
ム
ネ

早
飲
み
大
会
な
ど

V
出
庖
コ
ー
ナ
ー
H
H
子
作
り
ア
ク
セ
サ

リ
ー
販
売
、
射
的
、
郷
土
物
産
展
・
即

売
会
、
わ
た
菓
子
な
ど

V
舞
台
で
の
催
し
H

郷
土
芸
能
、
鼓
笛

隊
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

も
ち
ま
き
な
ど

行

事

予

定

商
工
ま
つ
り
の
行
事
は
次
の
と
お
り

で
す
。

十
一
月
一
日

マ
植
木
市

(
1
4
日
、
日
時
l
M
時、

緑
地
公
園
)

十
一
月
二
日

マ
市
民
文
化
展

(
1
4
日、

9
時
1
打

時
、
中
央
公
民
館
)

十
一
月
三
日

マ
閉
幕
式
・
神
事

(
9
時
却
分

1
、
わ

ま
つ
り
村
広
場
)

マ
お
ま
つ
り
村

マ
ね
り
こ
み
羅
漢
ば
や
し
(
日
時
l
M

時
、
市
内
)

マ
ふ
る
さ
と
芸
能
大
会
(
叩
時
1
ロ
時
、

お
ま
つ
り
村
ス
テ
ー
ジ
)

マ
子
供
み
こ
し
(
叩
時
i
u時
、
市
内
)

マ
八
幡
神
社
わ
ね
り
(
ロ
時
1
日
時
、

市
内
)

十
一
月
四
日

マ
親
善
ゴ
ル
フ
大
会

(
9
時
l
M
時、

大
洲
ゴ
ル
フ
場
)

十
一
月
六
日

マ
市
民
芸
能
音
楽
祭
|
|
邦
楽
、
洋
楽

芸
能
(
日
時
1
幻
時
、
市
民
会
館
大

示
i
ル
)



おおず

歴
史
的
根
拠

江
戸
時
代
|
l
身
分
制
度
の
も
と
に
お

い
て
は
、
対
象
地
域
住
民
は
最
下
級
の

い
や
し
い
身
分
と
し
で
規
定
さ
れ
、
職

業
、
住
居
、
婚
姻
、
交
際
、
服
装
な
ど

に
い
た
る
ま
で
、
社
会
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
面
で
厳
し
い
差
別
扱
い
を
う
け
、
人

間
外
の
も
の
と
し
て
、
人
格
を
ふ
み
に

じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

明
治
維
新
と
そ
の
後
|
|
明
治
四
年
に
、

解
放
令
が
出
さ
れ
、
一
応
、
制
度
上
の

身
分
差
別
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
い
う
、

対
象
地
域
住
民
に
と
っ
て
歴
史
的
転
換

の
契
機
を
迎
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
単
に
蔑
称
(
ベ
っ

し
よ
う
)
を
一
廃
止
し
、
身
分
と
職
業
が

平
民
な
み
に
扱
わ
れ
る
こ
と
を
宣
明
し

た
に
と
ど
ま
り
、
政
策
的
に
対
策
事
業

や
教
育
は
な
く
、
実
質
的
に
そ
の
差
別

と
貧
困
か
ら
の
解
放
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
従
っ
て
、
対
象
地
域
住
民
は
、

封
建
時
代
と
あ
ま
り
変
ら
な
い
悲
惨
な

状
態
の
も
と
に
絶
望
的
な
生
活
を
続
け

て
き
た
か
ら
で
す
。

No.62 

広報

同
和
問
題
の
解
決
は
、
対
象
地
域
の

人
々
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
す
べ
て

の
人
々
に
か
か
わ
る
問
題
な
の
で
す
。

同
和
対
策
審
議
会
答
申
の
前
文
に
、

同
和
問
題
を
存
続
さ
せ
、
部
落
差
別
を

支
え
て
い
る
歴
史
的
社
会
的
根
拠
を
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

豊かな郷土と家庭を築く生産に励み、(7) 

あ
け
ぼ
の
大
洲
④

国
民
的
課
題

大
正
時
代
と
水
平
社
運
動
l
l
上
人
正
七

年
、
日
本
各
地
に
米
騒
動
が
発
生
し
ま

し
た
。
こ
の
時
、
各
地
で
多
数
の
対
象

地
域
住
民
が
そ
れ
に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
正
十
一
年
に
全
国
水
平
社

が
結
成
さ
れ
、
対
象
地
域
住
民
の
自
主

的
解
放
運
動
が
お
こ
り
、
そ
れ
を
契
機

に
よ
う
や
く
同
和
問
題
の
重
要
性
が
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

政
府
は
、
国
の
予
算
に
新
し
く
地
方

改
善
費
の
名
目
に
よ
る
地
区
の
環
境
改

善
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
の
部
分
的
な
改
善
に
よ
っ

て
同
和
問
題
の
根
本
的
解
決
が
実
現
す

る
は
ず
が
な
く
、
対
象
地
域
住
民
は
、

い
ぜ
ん
と
し
て
差
別
の
中
の
貧
困
な
状

態
に
わ
か
れ
た
ま
ま
で
し
た
。

社
会
的
根
拠

産
業
経
済
の
二
重
構
造
性

-
先
進
国
な
み
に
発
展
し
た
近
代
的
大

企
業

-
後
進
固
な
み
に
遅
れ
た
中
小
企
業
や

零
細
経
営
の
農
業

こ
の
二
つ
の
領
域
同
の
質
的
断
層
と

格
差
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

社
会
構
造
の
二
重
性

@
近
代
的
な
市
民
社
会
の
性
格

@
前
近
代
的
な
身
分
社
会
の
性
格

(
問
題
点
〉
①
古
い
伝
統
的
な
共
同
体

関
係
が
生
き
残
っ
て
お
り
、
人
々
は
個

人
と
し
て
完
全
に
独
立
し
て
お
ら
ず
、

伝
統
や
習
慣
に
束
縛
さ
れ
て
、
自
由
な

意
志
で
行
動
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

②
社
会
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
、
身
分
的

な
上
下
と
支
配
服
従
の
関
係
が
み
ら
れ

ま
す
。

・
家
父
長
制
的
な
家
族
関
係

-
家
柄
や
格
式
が
尊
重
さ
れ
る
風
習

-
各
種
団
体
の
派
閥
に
む
け
る
親
分
子

分
の
結
合

③
精
神
・
文
化
の
分
野
で
も
、
昔
な
が

ら
の
迷
信
、
非
合
理
な
偏
見
な
ど
封
建

的
な
意
識
が
根
づ
よ
く
生
き
残
っ
て
い

ま
す
。以

上
の
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
分
か
る

よ
う
に
、
同
和
問
題
を
存
続
さ
せ
部
落

差
別
を
支
え
て
い
る
要
因
は
、
社
会
生

活
全
体
に
関
係
し
て
い
る
の
で
す
。

同
和
問
題
の
解
決
が
国
民
的
課
題
で

あ
る
と
い
わ
れ
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る

の
で
す
。

地
域
と
と
も
に
活
動

大
洲
福
祉
会
館

叩
周
年

ず
新
谷
の
市
立
大
洲
福
祉
会
館
が
開
設

十
周
年
を
迎
え
、
十
月
一
目
、
記
念
式

典
が
、
近
田
市
長
な
ど
関
係
者
八
十
人

世
界
人
権
宣
言
お
周
年

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
華
大
洲
に

一
一
今
年
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ

町
れ
て
か
ら
一
一
♂
十
五
年
に
あ
た
り
ま
す
。

時
世
界
人
権
宣
言
は
、
前
文
と
一
二
十
か

別
条
か
ら
で
き
て
お
り
、
生
命
・
身
体
の

茂
安
全
そ
の
他
多
く
の
基
本
的
人
権
に
つ

ジ
い
て
の
基
準
を
一
示
し
、
こ
れ
ら
の
人
権

ト
が
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
て
も
差
別
を

ツ
受
け
る
こ
と
な
く
享
有
す
べ
き
で
あ
る
、

メ
と
宣
言
し
て
い
ま
す
。

が
出
席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

福
祉
会
館
は
、
地
域
社
会
の
福
祉
向

上
、
住
民
の
生
活
改
善
を
は
か
る
た
め

に
昭
和
四
十
八
年
に
設
置
さ
れ
て
以
来
、

相
談
事
業
(
生
活
、
健
康
、
職
業
)
、

ク
ラ
ブ
活
動
(
英
語
、
習
字
、
詩
吟
、

中
学
生
学
習
会
な
ど
)
、
講
習
会
(
生
け

花
、
茶
道
、
手
芸
、
料
理
な
ど
)
を
行

い
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

記
念
祝
賀
会
で
は
、
坂
田
義
長
館
長

が
長
年
の
功
績
に
よ
り
市
長
よ
り
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
活
動

や
講
習
会
の
指
導
で
地
域
の
教
養
文
化

の
向
上
に
貢
献
し
た
次
の
三
氏
に
坂
田

館
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

マ
成
川
和
行
英
語
教
室
講
師

マ
亀
井
陽
之
助
習
字
指
導
者

マ
藤
原
憲
子
生
け
花
・
茶
道
指
導
者

続
い
て
、
玄
関
前
に
五
葉
松
を
一
記
念

植
樹
し
て
、
開
設
十
周
年
を
祝
い
ま
し

た。
国
際
連
合
で
は
、
二
一
ト
五
年
を
記
念

し
て
各
国
で
意
義
あ
る
行
事
を
行
う
よ

う
要
請
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て

我
が
国
で
も
法
務
省
を
中
心
に
様
々
な

行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

記
念
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
全
国
縦

断
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
車
が
、
十
月
五
円
、

大
洲
入
り
を
し
、
翌
六
日
、
市
長
室
を

訪
れ
、
国
連
総
長
か
ら
の
メ
ソ
セ
l
ジ

を
近
田
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
車
は
、
市

内
の
街
頭
に
お
い
て
啓
発
を
行
い
、
市

民
に
基
本
的
人
権
の
大
切
さ
を
訴
え
ま

し
た
。



(8) 

五七

おおす広報自然の美しさを生かし、観光都市づくりにつとめる。

天
候
の
判
断
に
困
り
ま
し
た

八
多
喜
・
上
町

伊
藤
貞
子
さ
ん

V
福
岡
県
糸
島
郡
前
原
町
の
出
身
で
す
。

南
は
佐
賀
県
に
接
し
て
い
ま
す
。
ま
た

貌
志
倭
人
伝
に
あ
る
伊
京
国
は
、
前
原

町
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

V
主
人
(
真
一
郎
さ
ん
)
と
は
岡
山
町

の
金
光
町
で
知
り
あ
い
、
昭
和
五
十
二

年
に
当
地
で
結
婚
し
ま
し
た
。

V
子
供
は
女
の
子
三
人
で
、
長
女
朋
子

(
四
歳
)
、
次
女
愛
子
(
三
歳
)
二
二
女
聖

美
(
一
歳
)
で
す
。

V
大
洲
の
第
一
印
象
は
、
山
が
多
く
静

か
な
所
で
、
景
色
の
い
い
所
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
ま
た
、
か
な
り
山
の
高
い

所
に
ま
で
人
が
住
ん
で
い
る
の
に
は
驚

き
ま
し
た
。

V
最
初
、
語
尾
が
独
特
で
言
葉
に
慣
れ

第
二
十
回
大
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

は
、
九
月
十
七
日
、
大
洲
市
民
会
館
で
、

大
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
主
催
に

よ
り
聞
か
れ
ま
し
た
。
会
員
千
人
あ
ま

り
が
参
加
し
、
「
病
い
に
か
か
ら
ぬ
運

動
L

を
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
表
彰
や
意

見
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

大
会
は
、
老
人
福
祉
功
労
者
や
優
良

老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
表
彰
の
あ
と
、
近

田
市
長
が
「
観
音
(
か
ん
の
ん
)
に
学

ぶ
L

と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
全
体
会
に
移
り
、
ク
ラ
ブ
活
動

発
表
、
意
見
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
活
動
発
表
で
は
、
中
村
寿
会
、

三
善
竹
友
会
が
日
頃
の
活
動
を
通
じ
て

の
体
験
を
も
と
に

N

愛
さ
れ
る
老
人
に
山

と
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に

H

各
ク
ラ
ブ
一
九
と
な
り
老

後
生
活
の
確
立
と
福
祉
の
増
進
を
H

の

大
会
宣
一
一
一
口
弁
一
採
択
し
ま
し
た
。

ま
た
当
日
、
大
洲
社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
市
内
の
わ
年
寄
り
に
り
老
人
カ
バ

ン
U

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

(29歳)

三
女
の
聖
美
ち
ゃ
ん
と

新
刊
図
書
案
内

文
化
誌
日
本
愛
媛
県
講
談
社

愛

媛

の

地

質

永

井

浩

三

著

昭

和

史

ロ

毎

日

新

聞

社

沖

縄

新

崎

盛

嘩

他

著

独
創
人
間
こ
こ
に
あ
り田

原
総
一
朗
著

女
の
性
あ
な
た
の
場
合
は
?

辻
田
ち
か
子
著

先
生
と
生
徒
の
人
間
関
係

G
-
ハ
イ
ム
著

恐
怖
の
2
時
間
四
分
柳
田
邦
男
著

日
本
型
食
生
活
の
す
す
め

N
H
K

全
国
民
宿
ガ
イ
ド
日
本
交
通
公
社

水
利
制
度
論
金
沢
夏
樹
他
著

明
治
農
書
全
集
1
稲

作

農

文

協

シ
ヤ
、
不
ル
シ
ャ
ル
ル
ル
l
著

草
の
か
ん
む
り
伊
井
直
行
著

絵
島
疑
獄
上
・
下
杉
本
苑
子
著

二
つ
の
祖
国
上
1
下
山
崎
豊
子
著

き

の

こ

雲

佐

木

隆

三

著

よ
く
学
び
よ
く
遊
び
遠
藤
周
作
著

耳

ぶ

く

ろ

文

芸

春

秋

牛
久
沼
の
ほ
と
り
住
井
す
ゑ
著

不

当

逮

捕

本

田

靖

春

著

ブ
リ
エ
ア
の
解
放
者
た
ち

ド
ウ
ス
昌
代
著

韓
国
現
代
文
学
日
人
集高

山
高
麗
雄
編

大
地
の
子
エ
イ
ラ
上
1
下

J

・
ア
ウ
ル
著

厚
化
粧
の
女
上
・
下

F
サ
ガ
ン
著

秋
の
読
書
週
間
山
/
U
j
什

/
9

読
書
は
新
し
い
発
見
の
旅

図

書

館



v ごくろうとうミさん う の感 謝祭

9月21日、前日まで夏の大計|の主役として活躍

していた15羽のとう ミ の 労 を ね ぎ ら う 感 謝 祭 が 関

係者30人が集まり行われました。

120日間にわたり 2万 2千人あまりの人を楽し

ませたとうミに好物の小 アジ がプ レゼ ント され ま

した。

おおす広報よい風習を育て、住みよい環境をつくる(9) 

企長生きを
市長、最高齢の内田さん訪問

ご敬老の日ミを前にした 9月10

日、近田市長は、市内の最高齢者

内出カンさん(倍、森、 104歳) な ど

長寿者宅を訪れました。

内田さんを訪れた市長は、としミつ

までも長生きをしてください。と

おばあちゃんに励ましの言葉をか

けていました。

約問趨

句ゅ

マクロッケ一大会
9月20日 、 旧 北 中グラウンドて¥県民スポーツ

大会クロッケー競技八幡浜地区予選会大州大会が

30チーム 100人 が 参加して行われました。その結

果優秀な 6チ ムが八 幡浜地医大会に出場し、そ

のうち新谷老人クラブ、辛苦宮老人クラフ、、が県大会

に出場することになりました。

V 消防操法大会万一に備え技競う
第 14@]消 防 操 法 大 洲 喜 多 地 区 大 会 が 9月 4目、

肱川緑地公園で15チーム80人が参加lしで行われま

した。約 500人の消防LtJ員の見守る中、キピキビし

た動きで日頃の訓練の成果を披露しました。小型

ポンプの部で柳沢分凶が 4位に、消防ポンプの部

で大洲分同第 部が 2位にそれぞ、れ入賞しました。

ご
存
知
で
す
か

婦
人
少
年
室
協
助
員

対
人
少
庄
一
五
五
協
助
口
一
は
、
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
働
く
婦
人
や
青

少
年
の
保
護
・
福
祉
向
し
し
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。

個
々
の
ケ

l
ス
に
つ
い
て
よ
い
相

談
相
子
と
な
り
ま
す
。
職
場
や
家
一
回

で
む
こ
っ
た
問
題
、
山
川
み
を
わ
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
り

ま
す
。大

洲
市
の
い
町
人
少
年
五
協
助

H
は

次
の
人
で
す
。

V
矢
野
式
市
川
(
五
郎
m
T
-
A丸

一

八

|

一
一
)
宮
③
5
1
5
6

汗
し
く
は
、
愛
媛
婦
人
少
千
玄
へ

E
0
8
9
9
⑪
6
7
7
1
 

安
全
の
た
め
に

シ
I
ト
ベ
ル
ト
の

着
用
を

市内の交通事故

9月末までの大洲

1i 死
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乳

幼

児

おおず

健

芸会
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実

施

日

該

当

者

日
月
1
日
(
日
)
昭
和
田
年
6
月
生
※

日
月
8
日
(
火
)
昭
和
田
年
3
月
生
※

日
月
刊
日
(
木
)
昭
和
町
年
4
月
生

日
月
日
日
(
火
)
昭
和
町
年
ロ
月
生
※

日
月
幻
日
(
火
)
昭
和
田
年
叩
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
却
分

i
H時

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
母
チ
手
帳
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

広報

胃
の
集
団
検
診

せ

が
ん
検
診
車
町
あ
わ
ぞ
ら
ロ
グ
に
よ

る
胃
の
集
団
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
日
と
場
所

日
月
8
日
(
火
)

日
月
9
日
(
水
)

孔
月
刊
日
(
木
)

tJ矢口ら

L
し
須
戒
連
絡
所

八
多
喜
連
絡
所

A

-

主
口
連
絡
所

らせし

念
品
さ
?
?
5

1
月
日
日
(
灯
)
平
野
連
絡
所

日
月
日
日
(
水
)
高
久
米
連
絡
所

日
月
口
日
(
木
)
保
健
セ
ン
タ
ー

日
月
四
日
(
金
)

日
月
白
日
(
月
)
市
民
会
館

日
月
白
日
(
木
)
柳
沢
連
絡
所

日
月
お
日
(
金
)
新
谷
連
絡
所

日
月
お
臼
(
土
)

対
象
者
満
お
歳
以
上
の
人
た
だ
し

次
の
人
は
除
き
ま
す
。

-
妊
娠
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

0

.
田
再
の
切
除
手
術
を
受
け
て
い
る
人
。

検
診
料
九
百
円

受
付
時
間

8
時
i
m
時
泊
分

婦
人
の
集
団
検
診

次
の
と
お
り
婦
人
の
集
同
検
診
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

実
施
臼
と
場
所

日
月
日
日
(
火
)

日
月
日
日
(
中
小
)

日
月
刀
口
(
木
)

菅
田
連
絡
所

市
民
会
館

保
健
セ
ン
タ
ー

日
月
日
日
(
金
)
保
健
セ
ン
タ
ー

描
諺
内
容
(
)
は
料
金

-
子
宮
が
ん
検
診
(
七
百
円
)

却
歳
以
L

し
の
婦
人

-
乳
が
ん
検
診
(
一
一
百
円
)

四
歳
以
上
の
婦
人

受
付
時
間
日
時
l
H
時

成
人
病
の
予
防
検
診

脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
の
成
人
病
予

防
検
診
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

実
施
日
と
場
所

日
月
M
日
(
木
)
八
多
喜
連
絡
所

日
月
お
日
(
月
)
中
央
公
民
館

受
付
時
間

9
時
却
分

1
日
時

3
土
寸

1
4土
寸

ー
ム
川
口

1
1
門口

検
診
内
容
問
診
、
結
持
検
診
、
検
尿
、

血
圧
測
定
、
診
察
な
ど

※
検
診
料
は
無
料
で
す
。

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

日
月
日

H
(
水

口
月
初
日
(
ぷ

成
人
歯
科
相
談

乳
幼
児
歯
科
相
談

日
月
3
日
)

日
月
6
日
一

日
月
日
日
十
大
洲
中
央
病
院

日
月
初
日
一
宮
④
4
5
5
1

1
月
お
日
↑
加
戸
外
科
病
院

宮
④
5
1
0
1

1
月
幻
口
一
大
洲
中
央
病
院

ロ
月
4
日

一

宮

④
4
5
5
1

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

金

一

封

新

谷

宮

岡

武

志

金

一

封

徳

森

中

村

主

左

恵

金
一
封
(
拾
得
謝
礼
金
)

大

洲

同

日

博

之

一
一
万
一
千
二
一
百
ム
一

O
円
(
観
光
い
も

た
き
の
特
産
品
売
自
の
収
益
金
)

柏
木
柏
木
一
歩
会

六
千
五
百
円
(
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

ル
収
益
金
の
一
部
)
本
町
一
丁
目

サ
ン
ロ
ー
ド
本
町
有
名
出
会

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

いず、れも無料ですので、

軽にご利用ください。

砂交通事故相談

とき 11月 8日 10時一]5時

11月21日ク

ところ 市役所第二三会議室

惨人権相談

と き 11月21日 13日寺~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

炉心配ごと相談

とき 11月 1日

11月10日

]]月 25日ク

ところ 社会福祉協議会事務局

惨家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉 事 務 所

l 惨行政相談

とき 11月21日 10時一15時

ところ 中央公民館

急がれる時は電話で相談して

くださし'0fi④ 3794 (玉木)

砂社会保険相談

と き 11月21日 10日手~16日寺

ところ 大洲商工会議所

担 当松山社会保険事務所

険医師による健康相談

と き毎月第 2 ・ 4木曜日

13日寺~16時

ところ 大洲rt11呆T建センター

|対 象 40歳 以 上 の人

l砂何でも相談

と き 毎日の執務 時 間 中

ところ 大洲隣保館(東大川lfi

④ 6100) 大洲福祉会

館(新谷宮⑤0947)

住 民 福 祉 に関し、生活

f二の悩み、人権、交通

事故、その他何でも。

お

お気

相談ごと案内

お知らせ

13時~16日寺

~，-~ 一百内

洗
水
の
工
夫

〈
洗
た
く
〉

家
庭
で
使
う
水
の
中
で
一
番
多
い

の
は
洗
た
く
用
で
す
。
す
す
ぎ
方
し

だ
い
で
使
用
量
も
ず
い
ぶ
ん
違
い
ま

す。
水
を
た
め
て
の

H

た
め
す
す
ぎ
H

の
方
が
流
し
ぱ
な
し
の
す
す
ぎ
に
比

べ
て
約
半
分
の
量
で
す
み
ま
す
。

2 

4 -2583 

5 -0300 

4 -3656 

5 -4107 

3 -3004 

5 -2944 

休日の漏水修理(作8害?~Vi長;∞
月口

11月3日

11月 6日

11月13日

11月20U

11月23日

11月27日

当番業者

j享山水道工事!占

大塚鉄工所

同福水道工事庖

奥田 ;}c道商会

神田鉄工所

城戸電業社

匝五

画

秋
も
深
ま
り
、
夜
長
を
テ
レ
ビ
を
消

し
て
活
字
を
追
っ
て
み
て
は
:

テ
レ
ビ
の
二
時
間
ド
ラ
マ
よ
り
原
作

を
読
ん
だ
方
が
ず
っ
と
深
い
味
わ
い
が

あ
る
は
ず
で
す
。
子
軽
さ
よ
り
想
像
力

で
読
み
終
え
る
方
が
よ
り
楽
し
い
と
思

い
ま
す
が
:
:
:
(
や
)
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